
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

申
請
受
付

市
役
所
２
階
の
「
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
発
行
コ
ー
ナ
ー
」
で
行

っ
て
い
る
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

（
住
基
カ
ー
ド
）
の
申
請
・
交
付

手
続
き
を
期
間
限
定
で
中
央
区
役

所
の
戸
籍
住
民
課
窓
口
で
も
行
い

ま
す
。

▽
申
請
受
付
期
間

１
月
５
日
�

〜
２０
日
�（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）。

▽
申
請
方
法

交
付
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
窓
口
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
写
真
付
き
カ
ー
ド
を
希

望
す
る
場
合
、
写
真
（
縦
３
セ
ン

チ
×
横
２．５
セ
ン
チ
の
無
帽
・
正
面

・
背
景
な
し
の
申
請
前
６
カ
月
以

内
に
撮
影
し
た
も
の
）
１
枚
が
必

要
で
す
。

▽
交
付

申
請
後
、
交
付
通
知
書

を
ご
自
宅
へ
送
付
し
ま
す
。
届
い

た
通
知
書
に
署
名
し
て
、
中
央
区

役
所
へ
１
月
２３
日
�
午
後
３
時
ま

で
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
１
月
２６
日
�
以
降
、
通

知
書
の
有
効
期
限
ま
で
は
、
市
役

所
（
北
１
西
２
）
２
階
の
「
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
発
行
コ
ー
ナ

ー
」
で
受
け
取
れ
ま
す
。

※
申
請
者
本
人
が
運
転
免
許
証
や

パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
を
持
参
し
て
申

請
す
れ
ば
、
申
請
当
日
に
カ
ー
ド

の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。（
保
険
証
・
敬
老
手
帳
で
は
当

日
交
付
で
き
ま
せ
ん
。）

詳
細

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
発

行
コ
ー
ナ
ー

�（
２１１
）２
２
９
６

短
く
と
も
確
か
な
足
跡
を
札
幌

の
歴
史
に
残
し
た
、
札
幌
市
立

中
学
校
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

昭
和
十
五
年
こ
ろ
の
札
幌
に
は
、

い
く
つ
か
の
旧
制
中
学
校
が
す
で

に
開
校
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

人
口
が
増
え
た
上
、
道
内
各
地
か

ら
の
進
学
希
望
者
も
多
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
大
変
な
進
学
難
の
状
態

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

当
時
あ
っ
た
市
立
女
学
校
（
現
在

の
東
高
）
に
加
え
、
男
子
の
市
立

中
学
校
を
望
む
声
も
大
き
く
な
っ

た
の
で
す
。
財
政
難
の
折
、
開
校

ま
で
の
道
の
り
は
険
し
く
、
校
舎

整
備
費
を
市
民
や
企
業
か
ら
の
寄

付
に
頼
り
、
十
六
年
四
月
に
何
と

か
開
校
に
こ
ぎ
着
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
誕
生
し
た
札

幌
市
立
中
学
校
は
、
現
在
の
啓
明

中
学
校
の
場
所
（
南
九
西
二
二
）

に
あ
り
ま
し
た
。
制
服
は
軍
服
を

模
し
た
も
の
で
、
戦
時
下
の
雰
囲

気
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

当
初
の
教
員
数

は
わ
ず
か
五
人
で

し
た
が
、「
一
中

（
現
在
の
南
高
）

や
二
中
（
現
在
の

西
高
）
に
負
け
る

な
」
と
い
う
新
設

校
ら
し
い
意
気
込

み
の
下
、
熱
心
に
生
徒
を
指
導
し

た
そ
う
で
す
。

こ
の
学
校
の
特
徴
と
し
て
、
生

徒
を
厳
し
く
育
て
る
た
め
の
独
自

の
教
育
活
動
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

学
校
に
隣
接
し
て
修
練
道
場
が
建

て
ら
れ
、
精
神
修
養
の
た
め
の
正

座
や
、
道
場
で
の
宿
泊
学
習
、
毎

朝
の
乾
布
摩
擦
な
ど
が
行
わ
れ
た

と
い
い
ま
す
。
時
に
は
銭
函
ま
で

炎
天
下
の
中
を
歩
い
て
行
き
、
水

泳
の
訓
練
を
す
る
と
い
う
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
教
師
と
生
徒
が
一

丸
と
な
っ
て
、
独
特
の
質
実
剛
健

な
校
風
を
は
ぐ
く
ん
で
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
終
戦
か
ら
一
年
余
り
た

っ
た
二
十
一
年
九
月
、
一
つ
の
事

件
が
学
校
に
暗
い
影
を
落
と
し
ま

し
た
。

戦
時
中
、
学
校
に
は
軍
事
教
練

用
の
木
銃
な
ど
が
備
え
ら
れ
て
お

り
、
そ
れ
ら
は
、
占
領
軍
に
破
棄

す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
校
庭
に
埋
め
て
処
分

し
た
こ
と
が
、
兵
器
の
隠
匿
で
あ

る
と
と
が
め
ら
れ
た
の
で
す
。
当

時
の
校
長
は
そ
の
責
任
を
追
及
さ

れ
、
教
職
員
の
嘆
願
も
む
な
し
く
、

教
壇
か
ら
追
放
さ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
生
徒
に
と

っ
て
、
生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い
出
来

事
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
学
校
も
ま
た
苦
境
に

立
た
さ
れ
ま
す
。
新
学
制
が
実
施

さ
れ
、
市
立
中
学
校
は
市
立
第
二

高
等
学
校
と
改
称
し
て
い
ま
し
た

が
、
占
領
軍
か
ら
新
制
中
学
校
へ

の
転
換
を
勧
告
さ
れ
、
二
十
四
年

三
月
、
最
終
的
に
廃
校
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
。

市
立
中
学
校
は
わ
ず
か
八
年
間

で
終
え
ん
を
迎
え
ま
し
た
。
し
か

し
、
短
い
歴
史
で
あ
れ
ば
こ
そ
、

数
少
な
い
同
窓
生
は
強
い
き
ず
な

で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

歴
史
の
散
歩
道
第９３回

中央区悲
運
の
学
び
や

札
幌
市
立
中
学
校

▲ありし日の校舎（札幌市教育委員会文化資料室所蔵）

中中学学生生のの税税ににつついいててのの作作文文入入賞賞者者
市と札幌市納税貯蓄組合連合会が
募集した「中学生の税についての作
文」の入選作品が決定し、中央区で
は４人が受賞しました。

札幌市納税貯蓄組合連合会長表彰

つし ま さと し

○対馬 智史さん（山鼻中１年）
「税について」

ふるごおり ま ゆ こ

○古郡茉由子さん（山鼻中１年）
「税について考えること」

くぼ た ま ゆ

○窪田 茉由さん（山鼻中１年）
「税について考えること」

さ とう もも え

○佐藤 百恵さん（中央中２年）
「私たちの税について」

8中央

１月１日からの内容です
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